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今 月 の 紙 面

　

県
組
合
の
諸
事
業
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
格
別
の
ご
高

配
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
状
の
理
容
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
原
材
料
価
格
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
、
物
価
高
騰
な

ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
県
組
合
と
し
て
も

組
合
員
減
少
、
後
継
者
不
足
、
組
合

財
政
逼
迫
等
の
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　

県
組
合
で
は
、
組
織
強
化
の
検
討

推
進
、
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
訪
問

福
祉
理
客
の
推
進
、
生
活
支
援
事
業

に
基
づ
く
各
種
共
済
制
度
の
推
進
、

営
業
に
直
結
し
た
技
術
普
及
を
目
指

す
各
種
営
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
各
種
の
事
業
推
進
に
取
り
組
み
、

組
合
の
活
性
化
に
向
け
効
率
的
、
効

果
的
な
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

又
、
今
後
の
課
題
と
し
て
未
来
を
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今 後 の 日 程
６月２日㈪組合親睦日帰りバス旅行
　　　９日㈪管理講習①
　　　16日㈪第77回全国大会代表選手選考会
　　　　　　　　　＆山口県理容競技会
　　　 〃 　　管理講習②
　　　23日㈪管理講習③
７月７日㈪支部共済部長会議（午前）
　　　 〃 　　第１回講師打合せ会（午後）
　　　28日㈪第３回組合規程改正検討委員会
　　　 〃 　　中国地区組合講師認承講習会
８月４日㈪理容師実技試験
　　　25日㈪組合講習会

（大分）
（小郡）
（�〃�）

（�〃�）
（�〃�）
（小郡）
（�〃�）
（�〃�）
（岡山）
（小郡）
（�〃�）

見
据
え
組
合
定
款
、
規
程
の
見
直
し

を
行
い
そ
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
の
若
い
人
達
と
今
の
自
分
達

に
夢
の
あ
る
組
合
を
継
承
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
発
展
な
く

し
て
県
組
合
の
発
展
は
な
く
、
県
組

合
の
発
展
な
く
し
て
組
合
員
の
発
展

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
っ
か
り
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
（
下
か
ら
上
に
あ
げ

る
ニ
ー
ズ
対
応
方
式
）
し
、
連
携
し

な
が
ら
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
為
に
は
、
組
合
員
の
皆
様
の

力
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
の
現
状
と
課
題

山
口
県
理
容
組
合
理
事
長　

吉
永
和
義

　

令
和
７
年
３
月
24
日
㈪
午
前
10
時

よ
り
、
宇
部
市
総
合
福
祉
会
館
２
階

交
流
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和
７
年

度
宇
部
支
部
定
期
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
総
会
や
衛
生
消
毒
講

習
会
の
会
場
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
の
宇
部
市
総
合
福
祉
会
館
で

す
が
、
令
和
７
年
３
月
31
日
を
以
て

閉
館
と
な
り
ま
す
。

　

宇
部
日
報
社
の
報
道
で
は
築
50
年

を
経
過
し
、
耐
震
性
に
問
題
を
抱
え

て
お
り
更
に
費
用
対
効
果
検
証
の
結

果
、
市
は
早
期
解
体
を
決
断
し
た
そ

う
で
す
。
会
館
内
に
あ
り
ま
し
た
福

祉
会
館
理
容
部
も
、
長
い
歴
史
に
幕

を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

思
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
支
部
組

合
行
事
の
会
場
と
し
て
定
番
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
広
い
窓
は
感
染
症

予
防
に
お
け
る
換
気
に
適
し
て
お
り

ま
し
た
し
、
ス
ク
ー
ル
式
の
会
議
室

に
講
演
台
が
併
設
さ
れ
た
部
屋
は
非

常
に
使
い
勝
手
が
良
か
っ
た
か
ら
で

す
。
長
年
お
世
話
に
な
っ
た
こ
の
部

屋
も
、
こ
の
総
会
が
最
後
の
組
合
行

事
だ
と
思
う
と
感
慨
深
い
想
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
31
日
ま
で
営
業

を
希
望
さ
れ
る
理
容
部
と
31
日
撤
去

期
限
と
の
狭
間
に
立
た
さ
れ
、
慌
て

ふ
た
め
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。（
汗
）

　

開
会
に
先
立
ち
、
昨
年
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
植
木
芳
人
様
に
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。

　

開
会
宣
言
。

　

支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
関
係
各

位
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
宇
部
支
部
功
労
者
表
彰
に
、

中
野
顕
様
・
永
岡
久
代
様
。

　

残
念
な
事
に
、
お
二
方
と
も
諸
事

情
が
あ
り
欠
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
生
活
衛
生
優
良
施
設
表
彰

に
移
り
、
カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ラ
ボ
タ
イ

ム
ズ
の
永
田
匡
様
に
賞
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
畑
谷
幸
則
議
長
と
藤
岡

勲
副
議
長
が
紹
介
さ
れ
、
今
総
会
の

成
立
が
両
議
長
に
よ
り
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。

　

附
議
事
項
に
移
る
前
に
、
支
部
長

か
ら
総
会
資
料
に
お
け
る
訂
正
箇
所

の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
第
１
号

議
案
が
上
程
さ
れ
、
質
問
も
無
く
ご

承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案
・
第
３
号
議
案
・
第

４
号
議
案
も
問
題
な
く
、
組
合
員
の

皆
様
に
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
事
項
に
お
い
て
、
支
部

長
よ
り
１
組
合
員
の
脱
退
に
至
る
経

緯
が
説
明
さ
れ
、
現
在
の
適
正
化
規

程
の
見
解
、
組
織
と
し
て
の
支
部
組

合
の
対
応
、
起
因
す
る
問
題
に
つ
い

て
の
注
意
喚
起
が
な
さ
れ
、
全
て
の

審
議
を
終
え
ま
し
た
。

　

畑
谷
・
藤
岡
両
議
長
退
席
の
後
、

国
民
年
金
基
金
よ
り
原
田
篤
様
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
年
金
基
金
加
入
の

勧
め
。
続
い
て
、
株
式
会
社
日
本
ト

リ
ム
よ
り
浅
田
真
二
様
に
お
越
し
い

た
だ
き
商
品
説
明
会
の
時
間
を
取
り

ま
し
た
。

　

後
日
、
日
本
ト
リ
ム
・
浅
田
様
か

ら
報
告
の
電
話
が
あ
り
、
総
会
で
３

件
の
ご
成
約
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
お
弁
当
を
お
配
り
し
、
散

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

肌
寒
い
空
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

天
気
も
良
く
花
見
の
き
っ
か
け
に
な

っ
て
い
た
な
ら
幸
せ
ま
す
。

広
報　

田
川
健
治

定
期
総
会

厚狭
支部

　

令
和
７
年
４
月
９
日
㈬
、
定
期
総

会
が
「
若
野
監
事
宅
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

安
藤
裕
通
支
部
長
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
若
野
一
郎
議
長
に
よ
り
議
事
ど

お
り
進
行
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
季
節
の
料
理
を
美
味

し
く
い
た
だ
き
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と

和
や
か
な
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

先
生
方
、
お
忙
し
い
中
お
集
ま
り

い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報　

伊
藤
一
彦

・ 詳しくは担当営業まで

11,500 （税抜） 14,900 （税抜） 12,300 （税抜）

広島／広島市西区商工センター4-11-8　TEL.082-278-3618
www.tb-net.jp
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宇部
支部

定
期
総
会

支
部
だ
よ
り

令和７年６月１日（1）第�730�号 か が み



通
常
総
会

山口
支部

　

令
和
７
年
３
月
24
日
㈪
午
前
10
時

よ
り
、
山
口
県
総
合
保
健
会
館
に
て

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

先
ず
、
川
野
支
部
長
の
挨
拶
に
始

ま
り
続
い
て
、
吉
永
理
事
長
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
題
に
入
る
前
に
、
当
支
部
員
の

石
井
マ
サ
ヨ
シ
氏
が
全
理
連
中
央
講

師
を
定
年
退
職
さ
れ
、
全
理
連
か
ら

の
感
謝
状
の
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
長
選
出
を
行
い
、
和
田
孝
秀
氏

の
議
長
進
行
に
よ
り
、
議
案
第
１
号

か
ら
議
案
第
６
号
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
㈱
日
本
ト
リ
ム
の

商
品
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。�

　

支
部
長�

川
野
雅
吏

長門
支部

支
部
総
会

　

令
和
７
年
３
月
31
日
㈪
午
前
10
時

30
分
よ
り
、
昨
年
に
続
き
市
内
に
あ

る
湯
免
観
光
ホ
テ
ル
「
ゆ
め
の
郷
」

に
於
い
て
出
席
者
10
名
・
委
任
状
７

名
の
も
と
、
令
和
７
年
長
門
支
部
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
上
田
支
部
長
の
挨
拶
で
日

頃
の
組
合
事
業
へ
の
協
力
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
参
加
の
感
謝
を
述
べ
ら
れ

始
ま
り
、
経
過
報
告
・
令
和
７
年
度

事
業
計
画
案
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
長
に
は
品
川
勉
氏
が
選
出
さ
れ
、

議
長
進
行
に
よ
り
議
案
審
議
に
入
り

ま
し
た
。

［
総
会
議
案
］

○
議
案
第
１
号

　

令
和
６
年
度
行
事
報
告

○
議
案
第
２
号

　

�

令
和
６
年
度
収
支
決
算
報
告
、
監

査
報
告

○
議
案
第
３
号

　

令
和
７
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

○
議
案
第
４
号

　

令
和
７
年
度
行
事
計
画
に
つ
い
て

○
議
案
第
５
号

　

�

令
和
８
年
度
、
正
月
・
盆
・
年
末

年
始
・
休
日
に
つ
い
て

○
議
案
第
６
号

　

そ
の
他

・
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
に
つ
い
て

　

各
議
案
と
も
滞
り
な
く
進
み
、
組

合
員
さ
ん
の
意
見
を
組
み
込
み
な
が

ら
審
議
さ
れ
、
物
価
高
騰
対
策
支
援

金
に
つ
い
て
は
、
支
部
組
合
員
に
各

１
万
円
を
支
給
さ
れ
る
事
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

以
上
、
全
議
案
異
議
な
く
承
認
さ

れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
長
門
支
部
の
休
日
】

年
始
休
み　

１
月
１
日
㈭
～
５
日
㈪

お
盆
休
み　

８
月
16
日
㈰
・
17
日
㈪

年
末
休
み　

12
月
20
日
㈰
・
21
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

31
日
㈭

　

総
会
後
は
別
室
に
て
出
席
者
全
員

で
食
事
会
を
行
い
、
桜
も
咲
き
始
め

た
景
色
を
眺
め
な
が
ら
時
間
の
許
す

限
り
楽
し
く
美
味
し
い
料
理
を
頂
き

ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ
た
組
合
員
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。広

報　

品
川　

勉

通
常
総
会

吉南
支部

　

令
和
７
年
３
月
31
日
㈪
午
前
10
時

よ
り
支
部
総
会
に
先
立
ち
、
全
国
国

民
年
金
基
金
山
口
支
部
支
店
長
・
原

田
篤
氏
よ
り
、
将
来
の
生
活
に
備
え

る
べ
く
国
民
年
金
基
金
へ
の
加
入
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

続
い
て
、
支
部
総
会
を
開
催
。

　

議
長
は
松
永
忠
晴
氏
が
務
め
、
左

記
の
と
お
り
附
議
事
項
を
審
議
し
た
。

　
【�

議
案
第
１
号
・
令
和
６
年
度
事

業
報
告
の
件
】

支
部
事
業
活
動
の
全
て
を
報
告
し
た
。

　
【�

議
案
第
２
号
・
令
和
６
年
度
収

支
決
算
報
告
の
件
】

支
部
組
合
費
を
据
置
い
た
上
で
、
県

組
合
の
賦
課
金
・
互
助
会
費
の
値
上

げ
に
対
応
す
べ
く
、
財
務
運
営
に
尽

力
し
た
結
果
、
値
上
げ
額
分
を
担
保

出
来
か
つ
余
剰
金
を
増
額
出
来
た
こ

と
を
勘
定
科
目
毎
の
説
明
の
中
で
報

告
し
た
。

　

監
査
報
告
を
監
査
役
・
原
田
信
也

氏
が
行
っ
た
後
…

　
【�

議
案
第
３
号
・
令
和
７
年
度
事

業
計
画
案
承
認
の
件
】

今
年
度
の
支
部
事
業
活
動
予
定
を
述

べ
、
県
組
合
主
催
事
業
活
動
に
参
加

し
た
組
合
員
に
対
し
て
実
務
費
中
の

１
／
３
程
度
を
支
部
が
助
成
し
た
い

と
の
説
明
を
し
、
異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。

　
【�

議
案
第
４
号
・
令
和
７
年
度
収

支
予
算
案
承
認
の
件
】

前
年
度
の
決
算
額
を
基
準
に
可
能
な

限
り
リ
ア
ル
な
数
値
に
て
予
算
組
み

を
行
っ
た
こ
と
を
、
各
勘
定
科
目
毎

に
説
明
し
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　
【
そ
の
他
】

・
火
災
共
済
保
険
料
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
を
全
店
舗
に
千
円
支
給
し

た
。

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
の
手
口
等
の

特
徴
を
解
説
し
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

　

以
上
、参
加
さ
れ
た
組
合
員
各
位
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。広

報　

岩
谷
武
志

令和７年６月１日 か が み （2）第�730�号


